
　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
共
同
研
究
室

昭
和
四
九
年
度
第
八
回
研
究
会
（
十
一
月
一
目
）

　
▼
テ
ー
マ
　
坂
本
和
一
著
『
現
代
巨
大
企
業
の
生
産
過
程
を
め
ぐ
っ

　
　
　
　
　
　
て
』

　
　
報
告
者
　
坂
本
和
一
氏

昭
和
四
九
年
度
第
九
回
研
究
会
（
十
二
月
五
目
）

　
▼
テ
ー
マ
　
ソ
連
に
お
け
る
目
本
研
究
の
現
状

　
　
報
告
者
　
後
藤
　
靖
氏

昭
和
四
九
年
度
第
十
風
研
究
会
（
十
二
月
十
三
日
）

　
▼
テ
ー
マ
　
大
不
況
期
の
過
剰
資
本
の
あ
り
方

　
　
報
告
者
　
山
本
幹
夫
氏

昭
和
四
九
年
度
第
十
一
回
研
究
会
（
十
二
月
二
十
日
）

　
▼
テ
ー
マ
　
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
一
考
察

　
　
報
告
者
　
伍
賀
一
道
氏

　
　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
本
号
研
究
の
項
に
掲
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
　
（
九
七
〇
）

昭
和
四
九
年
度
第
十
二
回
研
究
会
（
一
月
十
目
）

　
▼
テ
ー
マ
　
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
産
業
循
環
と
彩
態

　
　
報
告
者
　
田
中
宏
道
民

　
　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
本
号
研
究
の
項
に
掲
載
）

昭
和
四
九
年
度
第
十
三
回
研
究
会
（
二
月
五
目
）

　
▼
テ
ー
マ
　
「
近
代
経
済
学
に
お
げ
る
最
近
の
竃
胃
×
批
判
を
め
ぐ

　
　
　
　
　
　
っ
て
ー
と
く
に
勺
．
辛
ｏ
〇
四
昌
亮
ぎ
箏
を
中
心
に
し
て
ー

　
　
報
告
者
　
甲
賀
光
秀
氏

報
告
要
旨

一
、
近
代
経
済
学
者
が
峯
胃
×
を
扱
っ
て
い
る
状
況
と
そ
の
背
景

の
別
紙
文
献
リ
ス
ト
参
照
　
い
Ｈ
．
雰
雲
易
ｇ
の
向
気
－
８
言
５

　
、
弓
｝
ｏ
　
Ｏ
ｏ
¢
ｏ
◎
■
｛
　
Ｏ
ユ
ｏ
ｏ
｛
ｏ
ｏ
　
◎
｛
　
向
ｏ
◎
目
◎
冒
｛
ｏ
　
弓
｝
ｏ
◎
『
Ｋ
　
　
い
－
穴
．

　
○
～
亭
量
｛
艘
及
び
声
宰
｝
＆
昌
彗
ら
に
よ
る
主
流
派
批
判
　
臼
い
わ

　
ゆ
る
、
オ
¢
奉
訂
津
，
・
、
宛
邑
－
８
－
向
８
暑
邑
８
、
に
ょ
る
主
流
派
批

判

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
峯
・
耳
｛
＆
昌
彗
に
よ
る
新
古
典
派
経
済
学
１
ｏ
ｏ
甲

昌
冒
券
ｇ
の
い
う
岩
ｏ
ミ
向
８
昌
ま
２
１
批
判
以
外
の
も
の
の
す
べ

　
て
が
、
程
度
の
差
は
あ
れ
冒
～
員
を
と
り
扱
い
評
価
を
与
え
て
い
る

状
況
。



二
、
近
代
経
済
学
か
ら
の
「
睾
胃
×
批
判
」
検
討
の
現
代
的
視
角

い
　
近
代
経
済
学
か
ら
の
「
峯
胃
＊
批
判
」
を
反
批
判
的
に
検
討
す

　
　
る
こ
と
の
意
義

　
　
・
く
彗
×
を
評
価
す
る
も
の
の
責
任
・
義
務
と
し
て
、
批
判
の
対

　
　
象
に
。
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
既
に
反
批
判
が
展
開

　
　
　
さ
れ
、
決
着
ず
み
の
も
の
か
、
ど
う
か
の
検
討
。

　
　
・
反
批
判
ず
み
の
も
の
で
あ
れ
ぱ
、
そ
れ
で
よ
し
。
未
決
着
の
も

　
　
　
の
、
新
し
い
批
判
で
あ
れ
ば
り
易
三
き
な
見
解
を
提
示
す
る

　
　
必
要
が
あ
る
。
批
判
者
が
提
示
し
て
い
る
「
問
題
」
を
つ
か
む
。

い
資
本
主
義
が
危
機
的
様
相
を
深
め
て
い
る
現
代
、
経
済
学
が
現

　
代
の
諸
問
題
を
解
明
し
き
れ
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
経
済
学

　
　
の
側
の
現
代
の
状
況
　
　
こ
の
も
と
で
の
「
竃
胃
×
批
判
」
も
オ

　
　
ー
ス
ト
リ
ｉ
学
派
の
要
｝
昌
占
婁
ｏ
寿
に
よ
る
峯
胃
ｋ
批
判
と
は

　
　
ち
が
っ
て
、
多
岐
に
わ
た
り
、
全
面
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

の
　
　
「
く
胃
パ
批
判
」
の
内
容
、
ｑ
肩
を
整
序
づ
け
る
視
角

　
　
峯
胃
×
が
『
資
本
論
』
そ
の
他
で
扱
っ
た
と
考
え
う
る
諾
対
象

　
　
の
饒
昌
Ｏ
ぎ
昌
９
あ
る
い
は
一
…
Ｏ
。
。
葛
目
に
よ
る
区
別
資

　
本
制
を
対
象
に
し
て

　
　
〔
Ａ
〕
　
資
本
制
杜
会
の
特
殊
性
、
特
質
の
解
明
　
　
生
産
諸
関
係

　
　
　
共
同
研
究
室

　
の
特
徴
づ
げ
、
杜
会
的
分
業
、
協
業
、
私
企
業
、
商
品
生
産
Ｉ

ー
こ
の
も
と
で
の
、
す
た
わ
ち
歴
史
的
、
客
観
的
条
件
に
観
定

　
さ
れ
た
も
と
で
の
↓
特
殊
諸
範
瞬
の
発
生
の
必
然
性

〔
Ｂ
〕
　
諸
現
象
の
相
互
関
連
の
解
明
の
さ
い
の
ま
昌
ｏ
己
。
肩
箏
く
一

　
時
的
、
短
期
的
、
長
期
的
Ｖ

　
ａ

（

　
ｂ

（に

〔
Ｃ
〕

一
時
的
、
短
期
的

資
本
蓄
積
（
中
期
的
）

傾
向
法
則
　
　
長
期
的

移
行
の
法
則
－
↓
生
産
力
の
特
定
の
発
展
段
階
で
の
〔
Ａ
〕

　
で
特
徴
づ
け
ら
れ
た
生
産
諸
関
係
の
不
適
合
性
の
解
明

　
〔
Ｂ
〕
で
は
、
個
々
の
現
象
と
そ
の
相
互
関
連
に
関
し
て
の
情
報

収
集
（
誰
の
眼
に
映
っ
た
も
の
で
も
）
〔
Ａ
〕
及
び
〔
Ｃ
〕
に
か
か
わ
っ

て
非
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
も
の
の
批
判
的
摂
取

　
〔
Ａ
〕
及
び
〔
Ｃ
〕
に
つ
い
て
は
、
資
本
制
の
特
質
と
対
比
し
て
の
、

杜
会
主
義
の
も
と
で
の
〔
Ａ
〕
と
く
に
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
商

品
生
産
、
所
有
論
が
取
り
扱
っ
て
い
る
、
取
り
扱
う
べ
き
課
題
を

明
ら
か
に
し
て
整
理
し
て
お
か
な
い
と
〔
Ｂ
〕
の
旬
、
旧
、
０
の

ｏ
。
寝
箏
で
の
諸
現
象
の
起
因
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
明
確
に
し
え
な

い
と
い
う
関
係
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
（
九
七
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
窮
五
・
六
合
併
号
）

三
、
○
ｏ
｝
昌
亮
げ
旨
の
竃
リ
員
批
判

い
　
冒
胃
×
評
価
一
般

　
　
　
〔
Ａ
〕
や
〔
Ｃ
〕
に
つ
い
て
の
峯
胃
×
の
言
明
の
否
定
。
利
潤
率
傾

　
　
向
的
低
下
法
則
、
労
働
者
階
級
の
窮
乏
化
法
則
、
独
占
資
本
の
否

　
　
定
、
移
行
の
否
定
。
　
　
　
一
般
に
杜
会
発
展
の
法
則
の
否
定
で

　
　
ｏ
ｏ
～
昌
亮
〆
ｇ
は
こ
れ
を
望
叩
虫
ｇ
冒
ｏ
↓
ぎ
◎
昌
と
呼
び
、
信
じ

　
　
た
い
と
い
う
。
だ
か
ら
傾
向
法
則
の
否
定
は
ｏ
っ
｝
昌
亮
ぎ
づ
の
場
合

　
　
に
は
、
統
計
的
夢
冨
に
依
拠
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
　
・
〔
Ａ
〕
に
関
し
て
は
、
ｏ
ｏ
～
昌
目
象
旨
は
、
現
代
を
、
邑
×
＆
８
旨
．

　
　
　
◎
８
ｋ
、
と
規
定
し
、
資
本
主
義
が
人
問
の
経
験
と
叡
知
に
よ
っ
て

　
　
　
、
昌
ズ
＆
８
ｇ
◎
冒
Ｋ
、
　
に
と
っ
て
代
ら
れ
た
と
み
る
。
人
問
杜

　
　
　
会
の
発
展
を
、
己
巴
竃
｛
¢
冒
冒
、
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
み
る
こ

　
　
　
と
で
、
〔
Ｃ
〕
に
つ
い
て
移
行
法
則
を
否
定
、
例
証
と
し
て
杜
会

　
　
　
主
義
諸
国
、
種
々
の
き
ユ
彗
ａ
の
存
在
、
昌
弩
斤
ｇ
－
旨
８
罫
．

　
　
　
づ
オ
昌
の
利
用
な
ど
、
を
あ
げ
る
。
（
Ｏ
◎
毫
宰
。
・
¢
易
く
乎
８
２
）

　
　
・
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
に
つ
い
て
は
、
技
術
進
歩
が
資
本

　
　
　
の
有
機
的
構
成
を
高
度
化
す
る
と
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
言
え
ぬ
と
．

　
　
　
い
う
こ
と
、
及
び
、
統
計
的
に
は
、
景
気
循
環
の
過
程
で
振
動

　
　
　
を
示
し
て
い
る
が
、
低
下
あ
る
い
は
上
昇
と
い
う
よ
う
な
ど
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇
　
（
九
七
二
）

　
　
ら
か
え
の
強
い
傾
向
的
動
き
は
観
察
で
き
な
い
と
す
る
。

　
・
労
働
者
階
級
の
窮
乏
化
法
則
に
，
つ
い
て
は
、
睾
四
員
が
実
質
賃

　
　
金
率
の
絶
対
的
低
下
を
こ
の
法
則
の
内
容
と
し
て
い
た
と
と
ら

　
　
え
、
統
計
的
検
証
に
よ
れ
ぱ
全
く
の
誤
ま
っ
た
予
言
（
卑
◎
冨
３

　
　
だ
と
み
な
す
。

　
・
独
占
化
の
傾
向
　
　
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
個
別
資
本
の
冒
胃
斥
９

　
　
ｃ
ｏ
ぎ
お
の
観
点
か
ら
し
て
一
九
世
紀
に
は
妥
当
し
た
が
、
二
〇

　
　
世
紀
に
は
妥
当
し
た
い
こ
と
が
註
３
で
示
せ
る
と
い
う
。
こ

　
　
れ
は
民
主
主
義
制
度
が
”
独
禁
法
。
を
う
み
だ
し
た
か
ら
だ
と

　
　
す
る
。

　
※
　
以
上
の
よ
う
に
、
ｏ
ｏ
”
冒
；
雪
■
は
、
　
”
予
言
者
。
と
し
て
の

　
竃
胃
×
は
、
す
べ
て
誤
り
に
み
ち
た
も
の
で
あ
り
、
た
か
だ
か
、

　
広
大
た
、
持
続
的
影
響
を
与
え
た
思
想
家
と
し
て
認
め
う
る
し
、

　
純
粋
経
済
学
の
見
地
か
ら
す
れ
ぱ
、
睾
四
員
は
、
あ
ま
り
た
い
し

　
た
こ
と
の
次
い
ポ
ス
ト
・
リ
カ
ー
デ
ィ
ア
ソ
と
み
た
す
。
（
”
昌
巨
冒

　
り
易
け
雲
ｓ
邑
ぎ
箏
）

ゆ
　
竃
弩
×
の
価
値
論
批
判

　
¢
　
ｏ
ｏ
～
旨
■
象
旨
は
、
　
”
価
値
。
概
念
を
Ｈ
・
寄
雲
易
冒
の
よ
う

　
　
に
、
　
”
神
秘
的
。
で
”
彩
而
上
学
的
。
な
も
の
だ
と
は
み
な
し



　
て
い
な
い
。
次
式
に
よ
っ
て
、
直
接
労
働
量
（
「
生
き
た
労
働
」
）
十

　
問
接
労
働
量
（
「
死
ん
だ
労
働
」
）
は
、
決
定
さ
れ
る
と
み
な
す
。

　
　
＼
◎
川
§
ｑ
Ｉ
＆
、
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｐ
）

　
全
一
（
声
亭
…
＞
§
）
、
で
、
〃
種
の
生
産
物
の
価
値
ベ
ク
ト
ル
、
ミ

　
（
ぎ
一
…
ぎ
）
で
直
接
労
働
投
入
係
数
Ｓ
ぎ
で
第
．
／
生
産
物
一
単

　
位
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
第
．
・
生
産
物
の
量
を
示
す
生
産
財

　
投
入
係
数
。
（
ど
Ｖ
◎
一
ぎ
Ｍ
〇
一
で
〔
、
・
〕
が
雷
．
・
っ
条
件
を
充
た
せ

　
ぼ
、
即
ち
純
生
産
が
可
能
で
あ
れ
ぱ
、
全
Ｖ
ｏ
が
保
証
さ
れ
る
。
）
従

　
っ
て
、
　
”
価
値
”
は
◎
り
雪
註
◎
畠
一
に
昌
ｏ
彗
一
轟
｛
昌
な
も
の

　
で
あ
る
。

　
　
　
『
資
本
論
』
の
第
－
巻
と
第
皿
巻
の
モ
デ
ル
。
の
式
が
第
－

　
巻
、
側
式
が
第
皿
巻
の
モ
デ
ル
を
定
式
化
し
た
も
の

　
　
ト
ｏ
（
◎
）
（
Ｈ
＋
い
）
Ｈ
き
（
Ｈ
＋
吻
）
□
ト
ー
凸
、
－
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
一

　
　
ト
ｏ
（
、
）
１
１
３
（
Ｈ
＋
、
）
ロ
ー
§
（
一
十
、
）
］
１
－

　
　
　
　
　
（
Ｖ
＼
ｏ
（
◎
）
１
１
・
ど
◎
骨
）
一
事
Ｖ
◎
一
）
　
　
　
　
§

｝
（
ｏ
）
（
Ｈ
＋
り
）
は
、
、
１
１
魯
十
（
Ｈ
ま
）
§
〇
一
貴
価
格
ベ
ク
ト

　
ル
、
§
一
貨
幣
賃
金
率
で
ス
カ
ラ
ー
、
吻
一
剰
余
価
値
率
、
か

　
ら
求
め
た
、
芝
ミ
で
支
配
労
働
量
を
示
す
。
＼
ｏ
（
、
）
は
、
芝
ミ
ー
１

　
（
Ｈ
＋
、
）
（
忌
＼
§
十
ｓ
ｏ
）
か
ら
求
め
た
、
支
配
労
働
量
を
示
す
、
但

　
　
共
同
研
究
室

　
し
、
ブ
は
均
等
利
潤
率
、
似
式
の
場
合
、
各
商
品
の
交
換
比
率

　
は
、
○
Ｄ
式
の
価
値
比
率
に
等
し
く
、
閉
式
の
場
合
の
交
換
比
率

　
は
、
各
都
門
で
、
ぎ
ｓ
の
比
が
不
均
等
（
資
本
の
有
機
的
構
成

　
が
不
均
等
）
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、
○
ｏ
の
も
と
で
の
価
値
比

　
率
に
照
応
し
な
い
。

　
　
の
、
ゆ
式
で
、
ト
ｏ
（
◎
）
（
Ｈ
＋
い
）
、
｝
（
、
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ｓ
お

　
よ
び
プ
の
増
加
関
数
。
し
か
し
側
で
は
、
ｒ
は
い
つ
で
も
増
加

　
関
数
で
は
な
く
、
、
昌
買
が
画
定
す
る
。

＠
　
労
働
階
級
の
生
存
最
低
実
賢
賃
金
率
伽
（
邑
己
昌
Ｅ
昌
Ｏ
。
亭
乙
。
牢

　
叶
彗
８
『
邑
奏
需
）
を
与
え
れ
ぱ
、
そ
の
刎
と
ｓ
及
び
プ
の
そ

　
れ
ぞ
れ
の
問
に
、
。
、
敏
９
冒
－
肩
｛
８
守
◎
昌
雪
、
が
描
げ
る
。
そ

　
し
て
、
舳
を
不
変
に
し
て
刎
と
ｓ
の
組
合
せ
を
選
ら
ぶ
こ
と
が

　
で
き
る
。
そ
の
と
き
吻
Ｖ
、
と
な
る
。

＠
　
労
働
価
値
説
の
欠
点
。
の
＞
・
ｃ
っ
冒
事
の
い
う
初
期
未
開
杜
会

　
の
も
と
で
も
、
土
地
は
稀
少
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
地
代
は
発

　
生
す
る
。
◎
労
働
は
同
質
的
で
は
な
く
、
男
は
男
で
あ
り
女
で

　
は
な
い
か
ら
、
共
通
の
尺
度
で
換
算
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

◎
生
産
の
時
問
要
素
は
無
視
で
き
ず
、
そ
の
と
き
、
利
潤
率
◎
『

　
利
子
率
は
正
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
　
（
九
七
三
）
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＠
　
の
式
及
び
仁
幻
式
に
お
い
て
、
プ
、
ｓ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
与
え
ら

　
れ
れ
ぱ
、
支
配
労
働
量
、
し
た
が
っ
て
そ
の
逆
数
と
し
て
の
実

　
質
賃
金
率
は
決
定
さ
れ
る
。

¢
　
と
こ
ろ
が
、
峯
彗
×
は
、
　
「
労
働
力
の
価
値
」
な
る
概
念
で
、

　
実
質
賃
金
率
を
生
産
費
説
的
に
説
明
し
た
。
こ
れ
は
、
竃
胃
凶

　
が
賃
金
に
つ
い
て
、
生
存
費
賃
金
説
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
と

　
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
く
胃
〆
が
、
労
働
力
の
価
値
を
所
与
と
し
た
こ

　
と
を
言
っ
て
い
る
。
）

＠
　
そ
し
て
、
資
本
家
は
こ
の
生
存
賃
金
（
ｏ
。
芦
区
。
、
一
。
｝
。
。
邑
。
ぎ
目
．

　
昌
尋
品
¢
）
を
超
え
る
剰
余
を
自
分
の
毛
の
と
し
て
搾
取
す
る
。

　
こ
の
こ
と
が
可
能
た
の
は
、
資
本
家
が
正
の
利
潤
率
を
支
配
し

　
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
正
の
利
潤
率
は
、
労
働
者
の

　
実
質
賃
金
を
生
存
費
水
準
に
と
ど
め
て
お
く
よ
う
な
搾
取
的
利

　
潤
率
舛
で
あ
る
。
（
亭
ｏ
異
旦
◎
註
芽
ｏ
轟
試
◎
｛
肩
◎
暮
）

＠
　
し
か
し
、
竃
胃
×
は
竃
四
毒
易
の
人
口
法
則
．
収
穫
逓
減
の

　
法
則
を
認
め
て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
、
現
実
の
賃
金
が
生
存
費

　
賃
金
に
長
期
的
に
落
ち
つ
く
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
は
冒
胃
×

　
の
体
系
に
は
な
い
。

＠
　
だ
か
ら
長
期
的
な
均
衡
利
潤
率
が
搾
取
的
利
潤
率
に
な
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
　
（
九
七
四
）

は
い
え
ず
、
そ
れ
は
、
◎
〈
喜
く
藁
（
講
）
の
範
囲
の
ど
こ
か
に

落
ち
つ
く
。
そ
れ
を
決
定
す
る
要
因
は
、
増
大
す
る
労
働
供
給

を
吸
収
す
る
の
に
等
し
い
資
本
蓄
積
で
あ
る
。
労
働
供
給
は
、

実
質
賃
金
率
が
生
存
費
水
準
そ
し
て
労
働
力
の
最
低
再
生
産
費

水
準
を
上
ま
わ
る
の
で
、
増
大
し
つ
づ
げ
る
。
資
本
家
が
利
潤

か
ら
の
貯
蓄
性
向
を
増
大
さ
せ
れ
ば
、
実
質
賃
金
は
上
昇
し
、

そ
の
体
系
の
自
然
成
長
率
は
高
く
た
る
。
そ
し
て
均
衡
利
潤

率
は
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
。
（
技
術
変
化
の
捨
象
、
｛
”
ｏ
膏
－
冒
。
ｏ

オ
ｇ
巨
胃
は
所
与
で
、
そ
の
上
の
移
動
の
話
）
も
し
、
技
術
変
化
を

導
入
す
れ
ば
、
発
展
す
る
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
実
質
賃

金
率
は
上
昇
す
る
。
そ
の
仕
方
は
、
技
術
革
新
の
性
格
や
、

節
約
条
件
に
依
存
し
て
早
く
な
っ
た
り
、
遅
く
な
っ
た
り
す

　
る
。

※
　
以
上
の
こ
と
か
ら
の
結
論
（
ぴ
）
（
ｓ
ｓ
ｏ
）
投
入
係
数
及
び
バ

　
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
の
生
存
賃
金
に
っ
い
て
の
宣
３
が
あ
れ

　
ば
、
杜
会
は
、
直
接
に
最
終
財
の
配
分
と
そ
し
て
労
働
者
と
非

　
労
働
者
の
問
で
の
実
質
所
得
の
配
分
を
、
直
接
的
た
計
画
か
又

　
は
、
命
令
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
戸
）
も
し
、

　
竃
彗
×
に
従
っ
て
、
搾
取
率
や
剰
余
価
値
を
公
準
に
す
れ
ば
、



　
各
部
門
で
均
等
な
剰
余
価
値
率
は
似
式
で
決
ま
る
。
ま
た
睾
胃
×
．

　
　
の
価
値
は
○
Ｄ
式
で
決
ま
る
。
（
宇
）
も
し
く
胃
×
の
第
－
巻
で
の

　
　
よ
う
に
、
賃
金
支
出
に
だ
げ
均
等
な
８
彗
ぎ
ｏ
を
す
る
こ
と
が
、

　
　
す
べ
て
の
生
産
費
に
つ
い
て
均
等
な
利
潤
率
を
昌
賢
ぎ
り
す
る

　
　
こ
と
よ
り
明
ら
か
に
非
現
実
的
だ
と
考
え
る
な
ら
ぱ
、
全
く
新

　
　
し
く
や
り
な
お
し
、
同
じ
（
や
ｓ
ｏ
）
と
生
存
賃
金
の
３
冨
か
ら
、

　
　
搾
取
的
利
潤
率
と
競
争
的
均
衡
価
格
を
倒
式
で
決
定
す
る
こ
と

　
　
が
で
き
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
剰
余
価
値
や
価
値
と
い
う
竃
胃
×

　
　
の
概
念
を
一
切
用
い
ず
と
も
可
能
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
価

　
　
値
か
ら
価
格
へ
の
転
型
と
い
う
も
の
が
、
資
本
論
第
－
巻
の
価

　
　
値
シ
ェ
ー
マ
を
放
棄
し
て
、
そ
の
か
わ
り
に
、
第
皿
巻
の
価
格

　
　
ツ
ェ
ー
マ
を
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
と
い
え
る
。
皿

　
　
巻
は
、
ま
た
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
経
済
学
の
シ
ェ
ー
プ
と
同
一
の
も
の

　
　
な
の
で
あ
る
。
（
ガ
）
と
（
宇
）
は
二
者
択
一
的
で
あ
り
、
価
格
か

　
　
ら
価
値
を
導
き
だ
す
”
逆
転
型
。
も
、
皿
巻
を
す
て
１
巻
を
選

　
　
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
　
峯
胃
×
の
”
転
型
手
続
。
に
つ
い
て

　
・
価
値
の
タ
ー
ム
で
の
体
系
と
価
格
の
タ
ー
ム
で
の
体
系
は
、
二

　
　
者
択
一
的
た
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
峯
胃
×
、
及
び

　
　
　
共
同
研
究
室

多
く
の
転
型
論
者
は
、
価
値
か
ら
価
格
を
演
緯
し
よ
う
と
し
て

　
い
る
。

・
竃
胃
×
の
手
続
は
、
費
用
価
格
を
生
産
価
格
化
せ
ず
に
終
っ
て

　
い
る
。
こ
れ
で
十
分
な
場
合
は
、
周
知
の
資
本
の
有
機
的
構
成

が
各
部
門
で
均
等
な
る
明
白
で
つ
ま
ら
ぬ
ケ
ー
ス
、
以
外
に
も

あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
「
資
本
の
均
等
な
内
部
構
成
」
、
８
畠
一

薫
睾
畠
一
８
暑
８
ま
◎
易
Ｏ
｛
（
８
易
暮
一
）
Ｏ
萱
邑
、
と
呼
ぱ

　
れ
る
。
こ
れ
は
次
の
二
つ
の
条
件
が
み
た
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で

　
あ
る
。
○
○
ど
の
一
っ
の
部
門
も
、
全
て
の
商
品
を
、
杜
会
が

　
そ
れ
ら
を
生
産
す
る
の
と
同
一
比
率
で
生
産
財
と
し
て
投
入
し

　
て
い
る
。
ｃ
つ
労
働
者
の
実
質
賃
金
を
構
成
す
る
バ
ス
ヶ
ヅ
ト

　
の
内
容
も
、
こ
れ
と
同
一
比
率
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

　
場
合
の
く
胃
ｋ
の
平
均
利
潤
率
計
算
の
手
続
は
正
当
化
で
き

　
る
。

　
灘
粛
魯
　
賄
＞
（
灘
薄
一
剖
涛
一
峠
璽
）
↓
蹄
圧
鳶
（
－
無
高
）

　
滞
踊
昨
討
賦
紛
樹
（
灘
薄
一
昂
痔
）

　
　
　
　
　
　
　
（
◎
．
緕
　
９
旨
）

　
　
　
（
◎
．
一
　
◎
．
Ｈ
　
◎
．
ｏ
。
）
↓
灘
薄

　
　
　
（
◎
」
　
◎
」
　
◎
』
）
↓
司
涛

　
　
午
茎
ム
．
；
－
一
婁
；
一
一
よ
一
，
よ
士
一
一
一

　
灘
茸
昂
滝
◎
蹄
圧
陣
呼
帝
竺
◎
◎
探
高
～
叫
ぴ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
　
（
九
七
五
）
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（
Ｏ
＋
く
）
　
　
　
　
峯

（
Ｏ
＋
く
十
峯
）

。
．
ギ
湿
、
、
峠
蹄

酋
謹
　
富
兼

劃
眺

－
（
－
◎
十
Ｈ
◎
）
〇
十
（
Ｎ
◎
十
い
◎
）
く
ト
◎

自
（
ト
◎
十
ト
◎
）
〇
十
（
切
十
蜆
）
く
　
　
Ｈ
◎

－
８

Ｈ
◎
◎

心
◎

○
ｏ
◎

ｏ
ｏ
◎

旨
◎

１
８

＋
８

］
．
◎
◎
Ｏ
＋
岬
◎
く
　
　
　
　
　
　
岬
◎

８
◎
　
　
　
　
８

８
◎
　
　
　
◎

　
　
．
ぺ
＞
ｏ
１
Ｉ
（
ピ
Ｈ
）

蟄
粉
禽
註
樹
－
◎
◎
決

　
　
　
　
　
　
　
】
く
－
　
１
８
１
－

ヤ
岱
酋
態
機
１
１
　
　
　
　
　
　
１
　
　
ｌ
ｌ

　
　
　
　
　
　
Ｍ
］
（
Ｏ
－
十
く
－
）
　
　
－
岬
◎
　
　
ｃ
ｏ

雌
由
寓
商
ｅ
峠
蹄
富
諦
さ

　
　
一
一
。
・
く
一
－
一
一
・
・
幸
士
・
・
杢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
・
・
爽
…
杢
占

講
百
粛
１
１
講
昨
蹄
寓
泰

講
塑
弁
寓
蔵
１
１
講
酋
憩

キ
一
ふ
ム
ヤ
芋

　
目
ｅ
昨
蹄
自
兼
Ｖ
Ｈ
Ｈ
◎
寓
粛
　
Ｈ
ｅ
肝
蹄
禽
講
く
Ｈ
◎
童
粛

即
ち
費
用
価
格
を
生
産
価
格
化
し
て
も
総
計
は
不
変
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
仁
ー
ス
は
例
外
的
で
あ
る
。
　
一
般
的
に
は
、

費
用
伍
格
は
生
産
価
格
化
す
れ
ぱ
総
計
は
変
化
す
る
。
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
　
（
九
七
六
）

　
　
　
一
般
的
に
扱
え
ぱ
、
倒
式
を
得
る
。
だ
か
ら
、
　
”
転
型
問
題
”

　
　
　
と
い
う
の
は
、
論
理
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
手
続
で
あ
る
。
○
○

　
　
　
価
値
方
程
式
を
書
く
、
Ｇ
Ｄ
消
し
ゴ
ム
を
と
っ
て
そ
れ
を
消
し
さ

　
　
　
る
、
＠
ゆ
最
後
に
価
格
方
程
式
を
書
く
、
か
く
て
転
型
過
程
は
終

　
　
　
了
し
た
。

　
　
　
　
結
び
、
価
値
か
ら
価
格
へ
の
”
転
型
問
題
。
と
よ
ぶ
も
の
を
、

　
　
　
”
相
互
に
排
他
的
な
価
値
と
価
格
の
比
較
◎
Ｈ
対
照
の
間
題
。
と

　
　
　
乎
ん
だ
方
が
よ
い
。

四
、
ｃ
っ
凹
昌
罵
庁
ｇ
へ
の
反
批
判

の
　
価
値
概
念
の
有
効
性

　
　
・
Ｏ
っ
。
。
昌
■
券
昌
は
、
生
産
一
般
の
次
元
で
把
握
し
う
る
直
接
・
問

　
　
接
投
下
労
働
量
と
、
商
品
生
産
杜
会
で
の
、
労
働
生
産
物
の
う
ち

　
　
商
品
化
し
う
る
も
の
が
と
る
価
値
の
概
念
を
区
別
し
て
い
な
い
。

　
　
価
惟
は
商
品
生
産
杜
会
で
の
特
殊
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
　
ｏ
っ
ｐ
、

　
　
昌
■
夢
旨
に
と
っ
て
、
商
品
生
産
は
永
遠
で
あ
り
、
我
々
の
い
う

　
　
〔
Ａ
〕
を
間
題
に
し
な
い
。
な
ぜ
、
ど
う
い
う
歴
史
的
条
件
の
も
と

　
　
で
、
労
働
生
産
物
が
商
品
化
し
、
直
接
・
問
接
投
下
労
働
量
が
価

　
　
値
と
な
る
か
は
間
題
に
し
な
い
。
交
換
一
般
と
商
品
交
換
の
同
」

　
　
視
、
史
的
唯
物
論
は
、
歴
史
法
則
を
否
定
す
る
こ
と
で
認
め
な
い
。



商
品
生
産
止
揚
の
条
件
は
勿
論
問
題
に
し
な
い
。
・

・
Ｏ
っ
凹
昌
■
穿
肩
は
、
価
値
概
念
を
専
ら
、
諸
商
品
の
交
換
比
率
、

相
対
価
格
の
挽
定
要
因
と
し
て
有
効
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
し
か

と
り
扱
わ
な
い
。
そ
し
て
、
労
働
の
み
が
唯
一
の
稀
少
た
生
産
要

素
で
は
な
く
、
他
の
自
然
資
源
も
稀
少
で
あ
り
、
饒
昌
Ｏ
庁
昌
旨
２

で
あ
り
、
ま
た
、
諸
商
品
価
格
は
需
給
変
動
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
か
ら
、
投
下
労
働
量
は
、
近
似
値
と
し
て
も
、
相
対
価
格
の
説

明
に
有
効
で
な
い
と
み
て
い
る
。
ｃ
っ
”
昌
亮
ぎ
目
は
、
生
産
と
い
う

人
問
に
特
有
な
ハ
自
然
に
対
す
る
合
目
的
的
な
活
動
に
っ
い
て
反

省
も
せ
ず
狭
い
理
解
し
か
で
き
て
い
な
い
。
人
間
が
自
然
に
働
き

か
げ
、
自
然
を
変
革
し
、
制
御
す
る
活
動
が
生
産
な
の
だ
か
ら
、

自
然
資
源
の
稀
少
性
を
も
ち
だ
し
て
も
何
も
な
ら
な
い
、
そ
う
い

う
自
然
の
制
約
を
打
ち
破
る
こ
と
が
生
産
・
労
働
で
あ
る
。
ま
た
、

相
対
価
格
の
最
も
基
礎
的
な
規
定
要
因
が
、
労
働
生
産
性
で
あ
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
し
、
長
期
的
な
傾
向
の
規
定
要
因
は
投
下

労
働
量
で
あ
る
し
、
も
し
相
対
価
格
が
投
下
労
働
量
比
率
か
ら
乖

離
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
基
準
を
価
値
は
与
え
る
。
他
の
派
生
的
諸

要
因
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
産
業
連
関
表
が
整
備
さ
れ

れ
ぱ
、
統
計
的
に
も
検
証
可
能
で
あ
る
。

　
　
共
同
研
究
室

　
。
Ｃ
っ
”
昌
■
募
旨
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
杜
会
の
総
労
働
の

　
配
分
や
、
杜
会
的
分
業
体
系
の
鳥
敏
図
を
え
る
こ
と
、
　
－
竃
．

　
穴
ｏ
着
霧
の
、
ｏ
昌
旦
２
昌
ｏ
ｇ
昌
巳
巨
呂
雪
、
を
知
る
の
に
も
不
可

　
欠
で
あ
る
。
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っ
～
昌
目
夢
冒
は
、
峯
胃
×
の
搾
取
概
念
を
労
働
者
が
生
活
必
需

　
品
の
生
産
に
必
要
な
労
働
時
問
を
超
え
て
一
日
の
労
働
時
問
が
延

　
長
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
し
て
理
解
し
、
そ
の
内
容
な
ら
彼
の

　
（
§
二
〇
）
と
生
存
賃
金
率
舳
を
与
え
れ
ぱ
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
経
済
学
の

方
法
で
説
明
可
能
だ
し
、
価
値
や
剰
余
価
値
と
い
う
概
念
を
不
要

　
と
す
る
。
こ
の
こ
と
で
搾
取
を
イ
ソ
ペ
イ
す
る
。
乙
っ
”
昌
毒
巨
箏
は
、

利
潤
の
源
泉
に
つ
い
て
は
不
問
に
し
て
い
る
が
、
乙
っ
｝
昌
罵
家
箏
白

身
が
、
講
骨
畿
く
き
議
樹
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
を
認
め
て
、
利

潤
率
が
正
で
あ
る
と
き
、
搾
取
を
否
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

　
り
、
に
幻
式
で
、
プ
が
正
値
を
と
る
た
め
に
は
、
必
ら
ず
搾
取
が
存

在
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
の
た
め
に
、
価
値
概
念
、

剰
余
価
値
概
念
は
不
可
欠
で
あ
り
、
利
潤
の
源
泉
を
イ
ソ
ベ
イ
す

る
た
め
に
は
、
こ
の
概
念
の
放
棄
し
た
が
っ
て
、
；
彗
×
価
値
論

の
放
棄
を
説
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
竃
胃
×
の
労
働
力
の
価
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と
い
う
概
念
を
、
生
存
費
賃
金
と
い
う
概
念
と
同
一
視
し
て
い
る
。

　
こ
か
は
全
く
の
誤
ま
り
で
あ
る
。
睾
胃
■
が
第
－
巻
で
剰
余
価
値

　
を
説
明
す
る
た
め
に
実
質
賃
金
を
所
与
と
し
た
の
は
、
論
理
的
た

前
借
で
あ
り
、
峯
四
員
搾
取
論
は
、
少
な
く
と
も
、
第
－
巻
の
第

　
七
編
ま
で
で
完
結
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
労
働
力
の
価
値
概
念
は
、

　
生
産
関
係
の
（
資
本
－
賃
労
働
の
）
再
生
産
と
い
う
観
点
か
ら

　
睾
～
冥
は
、
く
り
返
し
間
題
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ

　
抜
き
に
は
理
解
で
き
な
い
。

い
転
型
問
題
批
判

　
　
ｃ
っ
｝
目
屋
－
。
・
ｇ
は
、
価
格
は
、
価
直
と
無
関
係
で
、
相
互
に
排
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的
な
も
の
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｇ
○
の
批
判
で
明
ら
か
。
又
、

　
ｏ
〇
四
昌
毒
ぎ
箏
の
転
化
手
続
が
終
了
し
て
得
ら
れ
る
価
格
体
系
の
も

　
と
で
な
ぜ
正
の
均
等
な
利
潤
率
が
存
在
し
う
る
か
を
問
題
に
し
た

　
い
。
い
よ
り
明
ら
か
。
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潤
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す
）
’
と
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う
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
が
何
故
、
発
生
す
る
の
か
を
勿
論

　
間
題
に
し
な
い
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又
、
竃
賢
×
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、
　
『
資
本
論
』
第
皿
巻
で
扱
っ

　
た
転
化
の
意
義
を
全
く
理
解
で
き
た
い
で
い
る
。
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立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

オ
婁
９
げ
ｇ
弓
ぎ
◎
ｑ
◎
｛
く
ｐ
巨
¢
｛
冒
寄
３
量
一
雪
彗
邑
馬

　
　
艘
『
昌
嘗
豪
¢
◎
｛
亭
ｏ
雰
弓
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・
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◎
オ
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◎
ま
寄
け
ｐ
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．

邑
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Ｏ
註
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．
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篶
Ｈ
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寄
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｝
９
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¢
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け
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．
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Ｏ
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▼
本
年
度
（
昭
和
四
九
年
四
月
以
降
五
十
年
三
月
迄
）
会
員
が
本
誌
以

外
に
発
表
し
た
業
績
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

芦
田
文
夫

　
　
杜
会
主
義
経
済
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
　
　
　
山
岡
亮
一
・
木
原
正
雄
編
『
現
代
経
済
学
入
門
』
所
収

　
　
　
　
　
峯
書
房
　
昭
和
四
十
九
年
九
月



　
杜
会
主
義
と
は
な
に
か

　
　
字
高
基
輔
編
『
杜
会
主
義
経
済
論
』
所
収

　
　
　
有
斐
閣
昭
和
五
十
年
一
月

足
立
政
男

　
京
の
家
訓

　
　
　
く
西
陣
グ
ラ
フ
》
昭
和
四
九
年
四
～
十
二
月

老
糺
と
家
訓

　
　
　
東
洋
文
化
杜
　
昭
和
四
九
年
十
月

　
の
れ
ん
今
昔
四
方
山
考
Ｈ
０

　
　
　
《
目
本
の
し
に
せ
》
昭
和
四
九
年
十
二
月
、
昭
和
五
十
年
一
月

　
浪
速
型
経
営
か
ら
京
都
型
経
営
へ

　
　
　
く
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ダ
イ
ヤ
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ン
ド
ニ
フ
イ
ブ
ラ
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ー
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昭
和
五
十
年
三
月

岡
崎
栄
松

　
初
期
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
価
値
論
お
よ
び
分
配
論
に
つ
い
て

　
　
　
大
島
雄
一
・
岡
崎
栄
松
編
『
資
本
論
の
研
究
』
所
収

　
　
　
　
　
日
本
評
論
杜
　
昭
和
四
九
年
十
月

奥
地
　
正

町
有
林
地
帯
に
お
げ
る
森
林
組
合
の
発
展
条
件
に
関
す
る
調
査
研
究

　
　
　
　
共
同
研
究
室

　
　
　
　
林
野
庁
　
昭
和
四
九
年
十
月

　
戦
後
に
お
げ
る
森
林
組
合
の
発
展
と
そ
の
性
格

　
　
　
三
橋
時
雄
編
『
戦
後
、
本
農
業
の
史
的
展
開
』
所
収

　
　
　
　
　
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
昭
和
五
十
年
三
月

小
野
一
郎

　
現
段
階
に
お
げ
る
ソ
連
杜
会
主
義
の
生
産
力
的
基
盤
お
よ
び
生
産
関

　
係
の
特
徴
に
。
つ
い
て

　
　
　
《
目
ソ
経
済
調
査
資
料
〉
第
四
八
四
、
四
八
五
、
四
八
八
、
四

　
　
　
　
八
九
号
　
昭
和
四
九
年
四
～
六
月

小
牧
聖
徳

　
増
補
　
銀
行
資
本
発
展
の
理
論

　
　
　
　
　
　
、
・
・
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
　
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
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代
金
融
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論
－
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代
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融
の
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題

　
　
　
　
　
　
雄
澤
杜
　
昭
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四
十
九
年
十
二
月

坂
野
光
俊

　
高
度
成
長
と
福
祉
の
貧
困
化

　
　
　
〈
住
民
と
自
治
〉
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和
四
九
年
八
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を
つ
く

　
　
　
〈
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政
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方
法
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討

　
　
　
『
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と
自
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』
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一
集

　
　
　
　
　
自
治
体
問
題
研
究
所
　
昭
和
四
九
年
十
二
月

　
地
方
財
政
危
機
と
財
政
改
革

　
　
　
《
労
働
経
済
旬
－
報
》
　
昭
和
五
十
年
三
月
中
．
下
旬

　
地
方
財
政
危
機
と
住
民
福
祉

　
　
　
《
月
刊
福
祉
》
　
昭
和
五
十
年
三
月

坂
本
和
一

　
玩
代
巨
大
企
業
の
生
産
過
程

　
　
　
　
　
有
斐
閣
　
昭
和
四
九
年
八
月

　
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産

　
　
　
《
経
済
》
　
昭
和
四
九
年
五
月

塩
田
庄
兵
衛

　
新
版
・
目
本
労
働
運
動
の
歴
史

　
　
　
　
　
労
働
旬
報
杜
　
昭
和
四
九
年
五
月

　
労
働
運
動
史

　
　
　
日
本
経
済
学
会
連
合
会
編
『
経
済
学
の
動
向
』
中
巻
所
収

　
　
　
　
東
洋
経
済
新
報
杜
　
昭
和
五
十
年
一
月

島
津
秀
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
　
（
九
八
二
）

　
国
家
資
本
と
い
わ
ゆ
る
杜
会
資
本

　
　
　
小
谷
義
次
編
著
『
国
家
資
本
の
理
論
』
所
収

　
　
　
　
　
大
月
書
店
　
昭
和
四
九
年
十
一
月

関
弥
三
郎

　
自
習
統
計
学
第
十
～
十
；
早

　
　
　
イ
ク
ロ
ウ
／
ヴ
ァ
ソ
　
ア
ツ
タ
著
高
木
秀
玄
監
訳

　
　
　
　
　
東
洋
経
済
新
報
杜
　
昭
和
四
十
九
年
六
月
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